
皆さんと共にお互いに支え合う地域づくりを進めます

ひとり暮らし世帯や支援を必要とする高齢者が増加する中、地域組織やボラ
ンティア、老人クラブ、社会福祉法人、NPO、民間企業など、地域の多様な主
体が連携を図り、高齢者の生活支援を行っていきます。
社会福祉法人札幌市北区社会福祉協議会は札幌市から「札幌市生活支援体制

整備事業」を受託し、地域の皆さんとともに身近な地域での支え合いを推進す
るため、生活支援コーディネーターを配置して、住民主体による生活支援・介
護予防サービスの充実が図られるよう、支え上手・支えられ上手の地域づくり
をすすめます。

高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進していくことを目的に、
地域における生活支援等の体制整備に向けた調整役として、「生活支援コーディネ
ーター」を配置しています。
高齢者などが住み慣れた地域で、安心して健康的に暮らしていけるよう、日常生

活上の生活支援体制の充実・強化を図るとともに、高齢者の社会参加、生きがいづ
くりの機会を創出します。また、地域における生活支援活動の多様な担い手の育成
も行っていきます。

私たちが生活支援コーディネーターです

お問合せ先

高木（たかぎ）
【担当区域】

新琴似西、新川、

屯田

社会福祉法人札幌市北区社会福祉協議会
〒００１－００２４ 札幌市北区北２４条西６丁目

北区役所１階

℡７５７－２４８２ Fax７３７－７２７０

伊藤（いとう）
【担当区域】

麻生、太平百合が原、
篠路茨戸、

拓北・あいの里

越後（えちご）
【担当区域】

鉄西、幌北、北、

新琴似

札幌市生活支援体制整備事業

生活支援コーディネーターの役割

新たな仕組みづくり
地域資源の開発にチャレンジします

サロンやボランティアグ

ループ、地域にある自然な支

え合い活動などの社会資源を

把握して、みなさんと共有し

ます。

地域住民の困りごとについ

て、アンケートや聞き取り調

査などで把握・分析して、住

民のみなさんや関係機関と一

緒に、解決方法を考えます。

地域のみなさんと５年・

１０年先の将来の地域の姿

を話し合う場を設けます。

困りごとの把握・共有
生活に関する困りごとを調べます

地域資源の把握
地域にある様々な情報を把握します

話し合いの場づくり
みなさんと話し合う場を設けます

地域をもっと良くするた

めの社会資源の開発や仕組

みづくりに、住民のみなさ

んや、社会福祉法人、企業

等と共に取り組みます。

札幌市生活支援体制整備事業（北区）

「生活支援コーディネーター」をよろしくお願いします

こんにちは！

生活支援コーディネーターです！

みなさんが、住み慣れた地域で、

いつまでも安心していきいきと

生活できることを目指して、みな

さんと一緒に、地域のいいところ、

ちょっと心配なところを話し合い

ながら、理想の地域づくりをお手

伝いします。
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屯田協議体
（R2.11.6開始）

篠路茨戸協議体
（H30.2.19開始）

地域の集まりに出席し、“身近な支え合い”の
必要性について説明する機会を積極的に作ってい
ます。地域の皆さまに“生活支援体制整備事業”
へ一層関心を寄せていただき、さらなる事業の推
進につなげられるように努めています。

≪コーディネーターの視点「ここがポイント！」≫
地域の中にある困りごとを、地域の方が主体となって、その地域の中で解決

する体制づくりをサポートしています。

≪北区の特徴≫
札幌市１０区のなかで人口が一番多い区です（令和２年１０月１日現在、

285,784人）。JR駅や地下鉄駅の近辺はマンションが多く、郊外は戸建てが多い
のが特徴です。平成３０年度から生活支援活動に取り組むボランティアが地区ごと
に組織され（太平百合が原、篠路茨戸、屯田）、地域住民による支え合い活動を進
めています。

新琴似西協議体
（H30.3.9開始）

≪協議体（※「支え合いの地域づくり」の話し合い）の開催≫

※令和３年３月時点

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

北区第１エリア 幌北地区 幌北地区
新琴似地区

鉄西地区

北区第２エリア 篠路茨戸地区 篠路茨戸地区 麻生地区

北区第３エリア 新琴似西地区 新琴似西地区 新琴似西地区 新琴似西地区
屯田地区

幌北協議体
（H30.3.6開始）

新琴似協議体
（H31.3.25開始）

屯田地区でボランティア講座を開催し、その受講メンバーでボランティアグルー

プ「屯田♡支えあい」を発足、活動しています。
生活支援コーディネーターは、グループの立ち上げ支援後、現在も活動支援を

行っています。

≪コーディネーターの視点「ここがポイント！」≫
令和2年度は「屯田♡支えあい」の活動を住民組織や団体と共有し生活支援

について話し合う場（協議体）を
設けました。メンバーと地域の
方々と一緒に地区の生活支援活動
を拡げています。

情報紙「地域の支え合い通信」を、地域包括支援セ
ンター担当区域ごとに3か月に1回発行しています。
老人クラブの他、まちづくりセンター、地域包括支援
センター、介護予防センターなど関係機関に配布して
います。

≪コーディネーターの視点「ここがポイント！」≫
生活支援体制整備事業に関する取り組み・情報を区民の皆様へ周知するため

に作成しています。高齢の方も読みやすいように文字を大きく工夫しています。

生活支援コーディネーターは、どんなことをしている？

麻生協議体
（R3.3.16開始）

鉄西協議体
（R3.3.1開始）


